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    　　 　くまの子　ひとの子

    　

    　子ぐまのクックは冬ごもりから目ざめると、となりでねていた妹のコッコをゆすっておこしました。

    「たいへんだ、コッコ、お母さんがいないよ！　さがしに行かなくちゃ！」

    　コッコはねむたい目をこすりながら答えました。

    「おきてお母さんがいないときは、おうちでまっててねって、お母さんも言ってたでしょ」

    　でも、びっくりしてすっかり目がさめてしまったクックは、じっとしていられません。それにずいぶん長いこと丸まってねていたので、体をうごかしたくてしかたがありません。

    「ねえ、コッコ。外に出てあそぼうよ」

    「だめだよぉ」

    「じゃあ、ここであそぼうよ」

    　コッコはお兄さんにつきあって、おすもうをとりました。

    　かったのはクックです。

    「まけたら、かったほうの言うことを聞くんだぞ。よし、いっしょに出かけよう！」

    　コッコは「あぶないよ！」と引き止めましたが、クックは、すあなから出てしまいました。コッコは一人でくらいあなにいるのがこわかったので、クックについてゆくことにしました。

    　

    　　　　　＊

    　

    　少しはなれた人ざとでは、ハヤトが妹のアヤのうでを引っぱって、森に入ろうとしていました。

    「やあだぁ、こわいよ～」とアヤ。

    「なんどか、お父さんと入ったことがあるから、へいきさ。ひじょうしょくのチョコレートをあげるからついてこいよ」

    　ハヤトはアヤのポケットに板チョコをおしこみ、森にわけ入りました。

    　

    　つよい風がふいて、森じゅうの木のえだがおおきくざわざわなったり、ふんだ小えだがポキンとおれるたびに、ふたりは立ち止まって体をちぢませました。ハヤトも、本当はすごくこわいのをつよがっていたのです。

    　そうして、あしがつかれたころ、ようやくひらけたところに出ました。ハヤトが、お父さんと来たところです。

    「ついたよ」とハヤト。

    「じゃあ、もう、かえろうよぉ」とアヤ。

    　ハヤトは、ここに来たしるしをのこしたかったので、アヤに、大きな木のえだをさがすように言いました。

    「ぼくもさがすからさ。それを地面に立てたら、かえろう」

    　手分けしてえだをさがしていると、アヤのおしりのポケットからはみ出ていた板チョコを、だれかが引っぱってとってしまいました。

    　アヤが「なによ、お兄ちゃん。くれたんでしょ」と言って、ふりかえると、そこには子ぐまのクックがいました。

    　クックは、後ろあしで立って、前あしで板チョコをだいじそうにもち、においをかいでから、つつみ紙ごとぱくんとかじりつきました。

    　アヤはしりもちをついて、大声でお兄ちゃんを呼びました。

    　これに気づいたハヤトは、くまが自分よりが小さいのを見て、思いきってくみつきました。

    　クックは、ハヤトがおすもうあそびをはじめたと思って、よろこんであいてをしました。

    　クックとハヤトが、おしたりおされたりしているとき、近づいてきたコッコに気づいたアヤが、こんどは思いきりなきだしました。

    　コッコはこれにおどろいて、すぐににげました。クックもおすもうをやめて、コッコをおいかけました。

    　

    　　　　＊

    　

    　ゆうごはんのとき、ハヤトは子ぐまと出会ったことをお母さんに話しました。お母さんは「ほんとなの？」とアヤに聞きました。アヤはだまったまま、あたまをよこにふりました。

    　ハヤトは、あとでこっそりアヤにあやまり、かじられた板チョコをたからものばこにしまってからねむりました。

    　

    　　　　＊

    　

    　クックとコッコのまつすあなにかえってきた母ぐまは、二ひきに言いました。

    「まだ外には食べものが少ないわ。だから、もうしばらくねていましょうね」

    　コッコは母ぐまに「ひとの子どものことをしってる？」と聞きました。

    「ひとはみんなてっぽうをもっていて、あぶないわ」と母ぐまは言いました。

    　子ぐまの兄妹には、お母さんにもしらないことのあるのがふしぎでした。なき声にはおどろいたけれど、おすもうをとってあそんだひとの子をあぶないとは思わなかったからです。

    　

    　三びきはまた、ふかいねむりにつきました。

    　ほんとうの春はもうすぐです。
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